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１. まえがき 
 スルースゲート下部から放出される高速流を減勢

する際，下流水位の増加によって，潜り跳水が形成さ

れる．安田らの研究 1)から，潜り跳水において被り水

深が大きな場合，水理条件によって主流が不規則に

偏向することが示されている．不安定な偏向流況が

形成されると，正の走流性を持つ遊泳魚がゲート下

流側に迷入する可能性がある 2)ため，迷入防止策と

して，不安定な偏向流況を制御する必要がある． 

 最近，著者らの研究 3)により，バッフルブロックを

左右対称に設置することで，不安定な偏向流況の制

御が可能となることを示している．しかし，遡上経路

を確立するためには，遊泳魚を河岸に設置されてい

る魚道入口へ誘導する必要がある．ここでは，バッフ

ルブロックを左右非対称に設置し，不安定な偏向流

況を制御した上で，安定した流れを河岸側に偏向さ

せることについて，実験的に検討を行った． 

２. 実験 
 実験はスルースゲートを有する矩形断面水平水路

（水路幅 B = 0.80 m，長さ 17.0 m）を使用して行っ

た．使用する記号の定義図を図 1 に示す．水理条件

は，安田らの研究 1)より，不安定な偏向流況が形成さ

れる縮流部のフルード数 F0（F0 = V0 �gh0⁄ ，V0：縮流

部の断面平均流速，h0：縮流部の水深，g：重力加速

度），相対下流水深 h4/h0 および相対上流水深 hu/dc

（dc = �q2 g⁄3
：限界水深，q 単位幅流量）を表 1 のよ

うに設定した．バッフルブロックの設置条件は，スル

ースゲートからの相対距離 xb/B，スロープ θ および

設置角度 φ を既往研究 3)と同一条件とし，水路幅に

対する投影幅 b1/B，b2/B，(b1+b2)/B およびアスペクト

比 hb/wb1，hb/wb2（添え字 1，2 はそれぞれ左岸側，右

岸側）を，表 2 のように設定した．なお，スロープ θ

および設置角度 φ は，偏向流況の制御に効果のある

Contraction type（θ = 45°，φ = 135°）のみを対象とし

た．流速の測定には，2 次元電磁流速計（計測時間 120 

sec，計測間隔 0.05sec）を用いて，図 1 に示す x, y 方向

の流速 u, v を測定した． 

３. 最大流速の減衰状況 
 非対称①のバッフルブロックを対象に，各測定断面

における最大流速 um の減衰状況について，横断方向

y/(B/2)ごとに図 2 に示す． 

 図に示されるように，非対称なバッフルブロック

を設置したことで，流れが左岸側に偏向した影響を

受けて，右岸側（y/(B/2) = -0.75）は短区間で減衰する．

また，水路中央（y/(B/2) = 0.00）と左岸側（y/(B/2)=0.75）

の減衰が完了するまでの距離 x/h0 は，バッフルブロ

ックの有無による影響は小さい． 
 

 

図 1 記号定義図 
 

表 1 水理条件 
Case F0 h4/h0 hu/dc 

1 2.08 6.29 5.09 
2 3.87 12.9 8.29 

 
表 2 バッフルブロックの設置条件 

Symbol 対称 3) 非対称① 非対称② 

xb/B 1.05 1.05 0.869 
θ 30°, 45° 45° 45° 
φ 45°, 135° 135° 135° 

b1/B 0.15 0.10 0.10 
b2/B 0.15 0.20 0.25 

(b1+b2)/B 0.30 0.30 0.35 
hb/wb1 0.29 0.44 0.44 
hb/wb2 0.29 0.22 0.18 

 Note：バッフル高さ hbは全て 5.0 cm 
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４. 流速ベクトル 
 非対称①のバッフルブロックを対象に，時間平均流

速 u� V0⁄ , v� V0⁄  の平面ベクトルについて，高さ z/h0 ごと

に図 3 に示す． 

 図に示されるように，非対称なバッフルブロックを

設置したことで流れが左岸側に偏向し，左岸側と右岸

側で流速差が生じる．最大流速の減衰傾向（図 2）と併

せると，特に減衰区間の後半部分において，流れが左岸

側に集まりやすい．また，紙面の都合上から図は割愛す

るが，右岸側をさらに長くした非対称②のバッフルの

場合は，より左岸側に偏向しやすい傾向が示された． 

５. まとめ 
 バッフルブロックを左右非対称に設置して，流れ

を河岸側に偏向させることについて実験的に検討を

行った結果，左岸側と右岸側の長さを変えることで，

主流を河岸側に偏向させることが可能となった．ま

た，長さによって河岸側への集まりやすさを調整で

きる可能性も示された．今後は，水理条件とバッフル

ブロックの設置条件についてさらに系統的な検討を

行い，横断方向に複数のスルースゲートがある場合

の設置効果について検討する必要がある． 
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 (a) Case1 

 

 
 (b) Case2 

図 2 各測定断面における最大流速 um の減衰状況 

 

 

 
 (a) Case1：上から z/h0 = 0.749, 1.50, 2.99 

 

 

 
 (b) Case2：上から z/h0 = 1.53, 4.58, 7.63

図 3 時間平均流速の平面ベクトル 
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